
骨子表（2022 版） 鋼構造及びコンクリート Ⅲ問題用 （Ⅲ－2） 令和 3 年度 予防保全型メンテナンス推進のための多面的な課題 

問題 問題分析 解決の方向性 実現上のハードル リスク対応の具体策 

現状の分析、あるべき状態との差

異 

立場を明確に 

問題の発生原因 

 

多面的に内容と共に示す 

解決の方向性、すべきこと 

 

１つ挙げ複数の解決策を述べる 

具体化した際に起こる別の問題（2

次リスク） 

※共通して新たに生じるリスク 

制限事項への対応も踏まえた具体

的な提案内容 

※専門技術を踏まえて回答 

劣化に補修が追いつかない 

 

 

 

 

費用、人員が足りない 

 

 

 

 

 

 

点検ができても修繕に手が回らな

い 

大量のインフラストックを抱える

ため、点検に費用と時間が必要 

 

 

 

人口減少等の影響 

点検に費用と時間がかかる 

人手に頼る作業が多い 

点検、工事の作業条件が悪い 

 

 

 

劣化予測が正確でない 

対象選定が適切でない 

評価が適切でない（マニュアル依

存） 

○大量の老朽インフラへの対応 

・弱点部分への集中対策 

・BIM／CIM の活用 

・新技術の活用 

・インフラの集約、廃止 

費用の増加、逼迫 過剰（不要）インフラの撤去、集約 

管理対象数量の削減 

○メンテナンスの効率化、高度化 

・点検の効率化（機械化、自動化） 

・インフラメンテナンス2.0の推進 

・インフラデータプラットフォームの

活用 

・インフラの選択と集中 

新技術の習得が必要 

技術のブラックボックス化 

対象物の数は変わらない 

AR、VR、MR、ICTを活用した教育 

原理教育の実施、研修の実施 

インフラの集約、撤去 

○点検作業の省力化、効率化 

・ICT活用 

・インフラデータプラットフォームの

活用 

・更新、修繕時の高耐久化 

対象物の数は減らない 

機材類初期費用と維持費用の増加 

新技術の習得が必要 

インフラの集約、撤去 

各種補助や助成の活用 

教育の実施 

○長寿命化修繕計画の見直し 

・対象のグルーピング、モニタリング 

・劣化予測手法の見直し 

・大規模修繕の推進 

維持管理情報の途絶、喪失 情報のDB化 

一元管理 

BIM/CIM活用、属性情報化 

○キーワード：3D/4D、ビッグデータ活用、BIM/CIM、ドローン、AI、画像診断、リモート立会（検査）、インフラデータプラットフォーム 

 インフラメンテナンス 2.0、DB 化、相互参照、IC タグ、RFID タグ、高強度化、高耐久化、表面保護、埋設型枠、選択と集中、集約、廃止 

 PFI、PPP、市民参画、産官学連携 


